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使用済燃料再処理機構 平成28年度 第4回運営委員会 議事概要 

 

１ 開催日時 平成28年12月22日（木）10時00分～12時00分 

２ 開催場所 使用済燃料再処理機構 会議室 

３ 出席委員 近藤駿介（委員長）、中根猛（委員長代理） 

秋池玲子、塩越隆雄、徳植桂治、永田高士、四元弘子（五十音順） 

出席理事 井上茂（理事長）、村永慶司 

同席者  山上圭子（監事） 

４ 議事の経過および結果 

（１）委員会の成立状況報告 

委員長が、定款第11条第1項に定める運営委員会の成立要件である総数の過半数の

出席が認められ、本委員会が有効に成立している旨を報告した。 

（２）議案審議および自由討議 

 【決議事項】 

第1号議案 六ヶ所連絡事務所設置の件  

〇事務局から、六ヶ所連絡事務所の設置について説明。 

   〇委員長が議案に対する賛否を議場に諮ったところ、全員異議なく賛成し、原案の 

とおり決定された。 

＜報道発表資料＞ 

「六ヶ所連絡事務所の設置について」 

 

〇主な質疑・意見 

・貴重な経営資源を使うため、適正な水準で運営し、また所長には適材の方を選任

したと思うので、効率的に良い仕事をしていただきたい。 

⇒今後、連絡事務所を活用し、六ヶ所村への報道発表の説明などを緊密に行っ

ていく。 

 

【その他事項】 

ａ．主な業務の執行状況について【報告】 

〇理事長から、平成28年11月度の運営委員会以降の主な業務の執行状況について説

明を行った。 

   ＜添付資料＞ 

資料1 「主な業務の執行状況」 

 

  ｂ．原子力規制委員会の保安検査に係る指摘事項について（日本原燃株式会社） 

 〇日本原燃株式会社工藤社長から、原子力規制委員会の保安検査に係る指摘事項に

ついて報告があった。 

http://www.nuro.or.jp/pdf/20161222.pdf
http://www.nuro.or.jp/pdf/20161222_02.pdf
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〇主な質疑・意見 

・報告徴収命令に対する１月末の報告は大事なので、さらに重い段階に進まぬよう

安全審査対応とともに相当の覚悟と危機感をもって臨んでいただきたい。 

・意思決定プロセスにおいて対応内容等がトップに上がっていなかったことは、大

変驚くべきこと。今回は、濃縮事業の関係であったが、品質保証は、再処理につ

いても非常に重要なことであるので、断固たる決意を持って改善に取り組んで

いただきたい。 

・現場のラインが品質管理、安全・品質本部が品質保証を行う２段階のマネジメン

トがＱＭＳである。現場の品質管理を安全・品質本部が行うという間違った考え

が今回の誤りを生じさせていることを認識いただきたい。 

・再発防止策の策定にあたり、３つのポイントを申し上げたい。１つ目はトップが

強いメッセージを発すること、２つ目は風通しのよい企業風土を作ること、３つ

目は再発防止策の実現に関し、評価・監督を行うこと。 

・今まで実行されなかったものが、今後、どのように実行されるのか、また、どの

ように担保されるのか、そういったところに目を向けて改善に取り組んでいく

必要があるのではないか。今後の対応を説明されたが、役員や安全・品質本部は、

待つだけでなく、自ら中に入っていくことが必要。 

・経営と現場が、安全文化や品質確保の重要性の認識を共有し、心を通じ合ってい

ることが大事。経営は現場がこれらに関して苦しんでいる点がないかどうかを

絶えず点検し、課題と解決策を共有することにより、経営のリーダーシップが現

場すみずみまで行き届いている状態が実現する仕組みづくりをしないといけな

い。 

・原子力規制委員会への原因究明および是正措置計画の報告については、真摯に対

応するとともに、すみやかに適切な改善を図っていただきたい。また、是正措置

計画等がまとまり次第、その内容についてご説明いただき、機構としても是正措

置を確実に実施していく状況を確認したい。 

 

  ｃ．再処理事業等に係る料金提案等について（日本原燃株式会社） 

 〇日本原燃株式会社工藤社長から、再処理事業等の料金提案および見積もりについ

て概要説明を受けた。 

〇概要説明の後、事業費精査の進め方等について自由討議を行い、「事業費精査の基

本方針」を取り纏め、今後、当該方針を基本として事業費精査を進めていくことを

確認した。 

   ＜添付資料＞ 

資料2 「事業費精査の基本方針」 

 

http://www.nuro.or.jp/pdf/20161222_03.pdf
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〇主な意見 

・基本方針に掲げられた３本柱で精査を進めていく。具体的な視点は、作業を進め

る中で整理していくことでどうか。 

 

（３）その他 

〇委員長より、議事概要に記名する者として、委員長の他、中根委員長代理および

井上理事長の3名を指名したい旨提案があり、全員異議なく賛成した。 

 

本運営委員会の議事の経過概要およびその結果を明確にするため本議事概要を作

成し、上記3名は次のとおり記名押印する。 

 

使用済燃料再処理機構 

 運営委員会 

      

委員長      近藤 駿介       印 

 

 

委員長代理    中根  猛       印 

 

 

理事長      井上  茂       印 

 

以 上 


